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㸯㹄㸮㸯 

 における法ไᗘのቨ࣒ッグデータ活用スキーࣅ
 ̿┪▩ス法理の࣒におけるロングアー࣒ステࢩ・࣓࢞̿

 
   ⳥ụ純一(㟷山学㝔大学大学㝔ࣅジネス法務ᑓᨷ) 

 

 
キーワード: ࢩ・࣓࢞ۍステ࣒(ᝨᫍつᶍ(Planet size oriented)でࢩステ࣒を考える。境⏺を㉺えた仕⤌

を考える。多重構造(Plural structured)の原理原๎でᐇを考える。)、ὴ生的ㄳồᶒ(Global spread)ࡳ

ไᗘ(用役ᡂ負担行Ⅽとຍᡂ果ㄳồ行Ⅽの」合からᡂり❧つไᗘ)、クラウドネットワーキング(ᕧ大

௬コンࣗࣆータࢩステ࣒に基づく情報のࢧプライチ࢙ーン) 
 
要᪨: 
1) 䝡䝑䜾䝕ー䝍は䝯䜺・䝅ス䝔䝮䛛䜙స䜚出䛥䜜䜛䚹 

2) 䜲䝜䝧ー䝅䝵ン機⬟䜢ල⌧化䛩䜛た䜑䛻ᚲ要䛺䛣䛸は㐺正↓ቃ⏺䜢ಖ䛩䜛䛣䛸で䛒䜛䚹 

3) 䝻ン䜾䜰ー䝮(Long arm statute)ᣑἲ⌮䛻䛴䛔䛶⚾ぢ䜢㏙䜉䜛䚹 

 

㸯㸬࣓ࢩ・࢞ステ࣒からసり出されるࣅッグデータの主たる特㉁はఱか 

えࡤ、ᴟめて༢純なయ系(System)として、「ᤵධと出のᕪ分ࢩステ࣒」を念してࡳる。出ᶒ

は出(Output)に㈿与されたᶒであるとする。その場合、出のᑕ的స用としてのᤵධ(Input)に㈿

与されたᶒを容認することになる。もう一つᑕ⛬にධれなけれࡤならないことが、出とᤵධのᕪ異

としてᏑᅾするຍ(Addition)に㈿与されたᶒをも容認することである。さらにけຍえるならࡤ、

このຍを᰿ᣐにして受┈(Income)が安定的にᡂ❧するのであれࡤ、そのࢩステ࣒を持続させる者の生

Ꮡは法┈としてண定することができる。 
このように๓もって定したものは༢純なࢩステ࣒ではあるが、仕分けてࡳると」ᩘのᶒの᮰とし

て⤌ࡳ❧てることができる。しかし、この研究発⾲でᢅうことになる「ࣅッグデータ」は、このような

༢純なయ系に౫ᣐするものではないと考える。なࡐならࡤ、その活用にಀる多様なே々の意ᅗ、様々

な⤌⧊యのᡓ␎の᰿源にᏑᅾする行動の原๎が見えないからである。また、どのような活用のᯟ⤌ࡳ

を望ࢇでいるのか、あるいは、現ᅾのไᗘつไをどのようにಟ正したいのか、それらのことも明確には

ᩚ理できていないからである。したがって、ࣅッグデータをྲྀりᢅう場合、まずは、どのようなࢩステ

 。に౫ᣐするものなのかをゎ明するᚲ要がある࣒
そこで、⳥ụ�2012�がまとめた「࣓ࢩ・࢞ステ࣒・イࢩࢽアティࣦ」の内容を用することが、その一

ຓになると考える。「イࢩࢽアティࣦ」というのは、特定のࢩステ࣒を定した❧論に基づきᨻ策的ᥦ

をすることである。ここでは、対象となる特定のࢩステ࣒を「࣓ࢩ・࢞ステ࣒」とする。 
 の基本要⣲の➨一は、ᝨᫍつᶍ(Planet size࣒ステࢩ・࣓࢞」1、ࡤ2012�によれ�は、⳥ụ࣒ステࢩ・࣓࢞

oriented)でࢩステ࣒を考えることである。えࡤ、増Ỉ環境ࢩステ࣒(Aqua flow system)や大ẼΎίࢩ

ステ࣒(Air cleaning system)が対象となる。ᝨᫍつᶍを念することは、自然の定めを定外としない

ことを意する。➨二に、境⏺を㉺えた仕⤌ࡳ(Global spread)を考えることである。えࡤ、グローバ

ルࣅジネスᡓ␎(GBS; Global Business Scheme)、クラウドなどのᕧ大௬コンࣗࣆータࢩステ࣒

(Cyber space renaissance)、ᅜ境を㉺えた新⸆㛤発(DNDi; Drugs for Neglected Diseases initiative)が
対象となる。境⏺域の内外をタ定することには㝈⏺があり、↓境⏺の状態を定にྵめることを意す

る。➨୕に、多重構造(Plural structured)の原理原๎でᐇを考えることである。えࡤ、環境、社会、

⤫の」合ุ᩿ᢞ資行動(Principle with ESG; Environment, Society and Governance)、あるいは、与

┈パッケージ化のไᗘタ計(Institution with SOP; Structured Outcome Package)が定される。༢一

の原理原๎をとした上で༢一の最㐺なゎをồめることができない状態を参㓃している。」ᩘの原理原

๎に基づく」ᩘのゎの中から特定のものを㑅ᢥするためのつ範がồめられる。」と定⩏される。 
  ௬に、ࣅッグデータが「࣓ࢩ・࢞ステ࣒」に౫ᣐして⤌ᡂされるならࡤ、ḟのようなイࢩࢽアティࣦ

                                                   
1 ⳥ᆅ(2012): ⳥ụ純一・ᮧ上ᜤ一・金井ྖ・田ᮧ┤ ステࢩ・࣓࢞」、論－法は、ዴఱに࣒ステࢩ・࣓࢞ྐ」

➨㟷山学㝔大学『ーࣗࣅジネスローレࣅ㟷山』「－きかの課題」に⟅える࣒ 2 ྕ 2012。 



― 75―

1 
 

㸯㹄㸮㸯 

 における法ไᗘのቨ࣒ッグデータ活用スキーࣅ
 ̿┪▩ス法理の࣒におけるロングアー࣒ステࢩ・࣓࢞̿

 
   ⳥ụ純一(㟷山学㝔大学大学㝔ࣅジネス法務ᑓᨷ) 

 

 
キーワード: ࢩ・࣓࢞ۍステ࣒(ᝨᫍつᶍ(Planet size oriented)でࢩステ࣒を考える。境⏺を㉺えた仕⤌

を考える。多重構造(Plural structured)の原理原๎でᐇを考える。)、ὴ生的ㄳồᶒ(Global spread)ࡳ

ไᗘ(用役ᡂ負担行Ⅽとຍᡂ果ㄳồ行Ⅽの」合からᡂり❧つไᗘ)、クラウドネットワーキング(ᕧ大

௬コンࣗࣆータࢩステ࣒に基づく情報のࢧプライチ࢙ーン) 
 
要᪨: 
1) 䝡䝑䜾䝕ー䝍は䝯䜺・䝅ス䝔䝮䛛䜙స䜚出䛥䜜䜛䚹 

2) 䜲䝜䝧ー䝅䝵ン機⬟䜢ල⌧化䛩䜛た䜑䛻ᚲ要䛺䛣䛸は㐺正↓ቃ⏺䜢ಖ䛩䜛䛣䛸で䛒䜛䚹 

3) 䝻ン䜾䜰ー䝮(Long arm statute)ᣑἲ⌮䛻䛴䛔䛶⚾ぢ䜢㏙䜉䜛䚹 

 

㸯㸬࣓ࢩ・࢞ステ࣒からసり出されるࣅッグデータの主たる特㉁はఱか 

えࡤ、ᴟめて༢純なయ系(System)として、「ᤵධと出のᕪ分ࢩステ࣒」を念してࡳる。出ᶒ

は出(Output)に㈿与されたᶒであるとする。その場合、出のᑕ的స用としてのᤵධ(Input)に㈿

与されたᶒを容認することになる。もう一つᑕ⛬にධれなけれࡤならないことが、出とᤵධのᕪ異

としてᏑᅾするຍ(Addition)に㈿与されたᶒをも容認することである。さらにけຍえるならࡤ、

このຍを᰿ᣐにして受┈(Income)が安定的にᡂ❧するのであれࡤ、そのࢩステ࣒を持続させる者の生

Ꮡは法┈としてண定することができる。 
このように๓もって定したものは༢純なࢩステ࣒ではあるが、仕分けてࡳると」ᩘのᶒの᮰とし

て⤌ࡳ❧てることができる。しかし、この研究発⾲でᢅうことになる「ࣅッグデータ」は、このような

༢純なయ系に౫ᣐするものではないと考える。なࡐならࡤ、その活用にಀる多様なே々の意ᅗ、様々

な⤌⧊యのᡓ␎の᰿源にᏑᅾする行動の原๎が見えないからである。また、どのような活用のᯟ⤌ࡳ

を望ࢇでいるのか、あるいは、現ᅾのไᗘつไをどのようにಟ正したいのか、それらのことも明確には

ᩚ理できていないからである。したがって、ࣅッグデータをྲྀりᢅう場合、まずは、どのようなࢩステ

 。に౫ᣐするものなのかをゎ明するᚲ要がある࣒
そこで、⳥ụ�2012�がまとめた「࣓ࢩ・࢞ステ࣒・イࢩࢽアティࣦ」の内容を用することが、その一

ຓになると考える。「イࢩࢽアティࣦ」というのは、特定のࢩステ࣒を定した❧論に基づきᨻ策的ᥦ

をすることである。ここでは、対象となる特定のࢩステ࣒を「࣓ࢩ・࢞ステ࣒」とする。 
 の基本要⣲の➨一は、ᝨᫍつᶍ(Planet size࣒ステࢩ・࣓࢞」1、ࡤ2012�によれ�は、⳥ụ࣒ステࢩ・࣓࢞

oriented)でࢩステ࣒を考えることである。えࡤ、増Ỉ環境ࢩステ࣒(Aqua flow system)や大ẼΎίࢩ

ステ࣒(Air cleaning system)が対象となる。ᝨᫍつᶍを念することは、自然の定めを定外としない

ことを意する。➨二に、境⏺を㉺えた仕⤌ࡳ(Global spread)を考えることである。えࡤ、グローバ

ルࣅジネスᡓ␎(GBS; Global Business Scheme)、クラウドなどのᕧ大௬コンࣗࣆータࢩステ࣒

(Cyber space renaissance)、ᅜ境を㉺えた新⸆㛤発(DNDi; Drugs for Neglected Diseases initiative)が
対象となる。境⏺域の内外をタ定することには㝈⏺があり、↓境⏺の状態を定にྵめることを意す

る。➨୕に、多重構造(Plural structured)の原理原๎でᐇを考えることである。えࡤ、環境、社会、

⤫の」合ุ᩿ᢞ資行動(Principle with ESG; Environment, Society and Governance)、あるいは、与

┈パッケージ化のไᗘタ計(Institution with SOP; Structured Outcome Package)が定される。༢一

の原理原๎をとした上で༢一の最㐺なゎをồめることができない状態を参㓃している。」ᩘの原理原

๎に基づく」ᩘのゎの中から特定のものを㑅ᢥするためのつ範がồめられる。」と定⩏される。 
  ௬に、ࣅッグデータが「࣓ࢩ・࢞ステ࣒」に౫ᣐして⤌ᡂされるならࡤ、ḟのようなイࢩࢽアティࣦ
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を⤌ࡳ❧てることができる。➨一に、⤌⧊的画を源Ἠとする⟶理ᆺイノ࣋ーࣙࢩンがண定し得るの

であれࡤ、ᣮᡓ的ᐇ(Inventive high-end usage)の環境をᩚഛするᚲ要がある。ただし、古い知のᡂ果

をቯしᤞてཤることも原๎としてస動するので、造的◚ቯ(Creative destruction)から生じる影響を受

ᚸする環境をసらなけれࡤならない。 
➨二は、ローカルルールを重どした合意ᙧᡂの手続きを担保することである。全యと部分の調とい

う題は大きな足かせとなる。したがって、調をᅗるため、最大化と最ᑠ化の基‽を用いたไ⣙᮲件

(Mini-max standard)をチ容するᚲ要がある。࣓ࢩ・࢞ステ࣒は、その部分がᡂ❧しなけれࡤ全యの機

能はᐇຠしないからである。しかし、そのไ⣙᮲件に基づいて得られたゎが全యのᏑᅾをྰ定する結果

になる場合もあり得る。それゆえ、ࣅックデータの活用にಀるᥦ内容は、部分における活動の㉁を

保全すること(Managed quality of life)を原๎としなけれࡤならない。 
 ➨୕は、与┈主⩏という行動意識を重どすることである。⤌⧊యがᡓ␎的㑅ᢥを行う基ᗏには、受┈

主⩏(Income oriented)と与┈主⩏(Outcome oriented) があると考える。与┈主⩏とは、他者に与える

き用役ᡂ負担行Ⅽを重どする考え方であり、その行Ⅽは自らの生Ꮡを基ᗏとする受┈主⩏に基づく

ຍᡂ果ㄳồ行Ⅽにඛ❧つものである。࣓ࢩ・࢞ステ࣒における㑅ᢥᒁ㠃(Formation by stage gate)は
多ᒙのẁ㝵から構ᡂされ、ྛẁ㝵において与┈ᡂの行Ⅽがඛᑟすることになる。したがって、ࣅッグ

データの活用にಀるᥦ内容は、他者に与えるき用役ᡂ負担行Ⅽをその源Ἠとし、そのᚋにおい

て、ຍᡂ果ㄳồ行Ⅽが㏣㝶することが望ましい。 
 さて、現状において「ࣅッグデータ」と⛠される大㢼࿅ᩜの「情報のかたまり」は、果たして、「࣓

 。の性㉁を化యしているのであろうか「࣒ステࢩ・࢞
を考えることであった。もう少し、㝈定す࣒ステࢩの基本要⣲の➨一は、ᝨᫍつᶍで࣒ステࢩ・࣓࢞ 

れࡤ、ᅜᐙのไᗘᯟ⤌ࡳを㉺えたࢩステ࣒であることを意する。➨二の要⣲は、境⏺を㉺えた仕⤌ࡳ

を考えることであった。グローバルというのは、༢にᅜ境を㉺えることのࡳを意するものではない、

」ᩘの分㔝㡿域を㉺えてそれらを連⠇するࢩステ࣒であることを意する。➨୕の要⣲は、多重構造の

原理原๎に基づきその活用を考えることであった。つまり、」ᩘの原理原๎がేᏑしているୗで、ఱ

らかの合理的㑅ᢥ⫥を見出すᚲ要があることを意している。したがって、これらの要⣲は「ࣅッグデ

ータ」の主要部を構ᡂするものといえる。 
ࡪ発ಙ、SNSつࡳけではないが、プログ書き㎸ࢃは、そのิᣲ項目が定まっている「ッグデータࣅ」 

やき発ゝ、GPS⨨生活情報、㜵≢カ࣓ラᫎീ、センࢧー情報、ネット᳨⣴㜀ぴྲྀᘬᒚṔなどから始ま

って、㞄᥋する日ᖖのẼ象環境情報、相㐠用可能な状態になっているྛ種のデータ࣋ースの᩿∦情報

などもྵまれる。「デジタル情報の資源」の一つであると⨨づけられる。さらに、「大㔞、㠀構造化、

㠀定ᆺ的、リアルタイ࣒」などのᑕ⛬範ᅖの用語がᬯ♧するように、狭⩏の定⩏ᯟに㛢じ㎸めることが

できないど多様な₯ᅾ価್の発現機会を⛎めている。ࣅッグデータの用が公ඹၿのࢩステ࣒と㐺合

するのであれࡤ、えࡤ、Hadoopのࣇレー࣒ワークがグローバルなᖾ⚟増㐍を担保するのであれࡤ、

情報のかたまりは知的㈈⏘になり得る࣏テンࢩャルを持っていると評価できる。2  

これらのㅖⅬから、ࣅッグデータを「࣓ࢩ・࢞ステ࣒に౫ᣐした活動グ㘓情報資源」であると定⩏す

ることが望ましい。また、その活用にಀるᯟ⤌ࡳのᥦには、๓㏙した୕つの基㍈、つまり、「ᣮᡓ

的ᐇの環境をᩚഛする、ローカルな活動の㉁を保全する手続きを担保する、与┈ᡂの行動を重どす

る」の要⣲がໟྵされることが望ましい。 
 
㸰㸬䜲䝜䝧ー䝅䝵ン機⬟䜢ල⌧化䛩䜛た䜑䛻ᚲ要䛺ἲไᗘᇶ┙はఱ䛛 
௬に「プログ書き㎸ࡳ発ಙ」が、㟁Ẽ通ಙ事業法➨ 4 ᮲にいう⛎ᐦの保ㆤ対象となるಙ書であるとす

る。事業者が⛎ᐦの₃えいをⅭすことは、┘╩ᐁ庁から業務ᨵၿをồめられるዎ機となり、かつ、2 年

௨ୗのᠬ役または 100 ௨ୗの⨩金の対象となる。ࡴろࢇ、日本ᅜ᠇法➨ 21 ᮲のつᚊにより通ಙの

⛎ᐦをしてはならないから、そのಙ書を㛤ᑒした者はฮ法➨ 133 ᮲のとなり、ぶ告⨥ではあるが 1
年௨ୗのᠬ役または 20 ௨ୗの⨩金ฮとなる。したがって、ࣅッグデータとしてグ㘓された「プロ

グ書き㎸ࡳ発ಙ」を用する場合、⛎ᐦの保ㆤという๓ᥦをクリアしておくᚲ要がある。また、௬に

「SNS つࡪやき発ಙ」が特定の者に対して発ಙされており発ඖの⟶理ୗにおかれていない場合であっ

ても、つまり、デジタル✵間の中にᤞておかれた࣑ࢦであったと多くの者が᥎認できたとしても、その

                                                   
2 参考にした文献は、㛗ᶫ㈼࿃『ࣅックデータᡓ␎』秀ࢩステ࣒ 2012、日⤒ BP 出∧ᒁ 『クラウド大全 ࢧ
ーࣅスヲ⣽から基┙ᢏ⾡まで』日⤒ BP 2009 など。 
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「つࡪやき」が持っている意情報をゎ析することによって容᫆に特定のಶேあるいは⤌⧊にたどりつ

くことができるのであれࡤ、⛎ᐦのᐖ行Ⅽを構ᡂすることがあり得る。 

「GPS ⨨生活情報」や「㜵≢カ࣓ラᫎീ」の用においては、時として、対象となった特定の者

のプライバࢩーၥ題がྲྀり上ࡆられることがある。これは、情報の目的外の用に㝿してチㅙという⚗

Ṇᶒゎ㝖のスキー࣒を᥇用していることから発現する。ࣅッグデータの活用において、この種の⚗Ṇ

ᶒゎ㝖スキー࣒は₯ᅾ的用価್を⦰ᑠさせる原因となる。௬に、๓㏙の情報の中に、Ⴀ業行Ⅽのಙ用

保全機能を㈿したトレード࣐ーク等ᫎീの知的㈈⏘が⣮れ㎸まれており、そのᶒの消ᑾが全であ

った場合、ⴭసᶒ法やၟᶆ法や正➇த㜵Ṇ法を᰿ᣐとして、その㈈⏘ᶒに対するᐖを㆙告されない

と᩿じることはできない。つまり、ࣅッグデータの中に混ᅾする㈈⏘ᶒがタᶒされた情報を用する

とき、㈈⏘ᶒ者にとどまらず➨୕者からも、ᐖの㆙告行Ⅽが発せられることがあり得る。この種の㆙

告行Ⅽは情報用上のリスク࣐ネジ࣓ントからすれࡤ、གྷなᏑᅾであり、そのண㜵的対ᢠᥐ⨨をㅮじ

るᚲ要がある。 
「ネット᳨⣴㜀ぴྲྀᘬᒚṔ」は、消費者の多様なࢽーࢬを構造的にゎ析する㝿に役❧つ情報としてそ

の活用のᮇᚅが高い。えࡤ、㢮ఝした消費者の集ᅋを᥈し出すことができ、かつ、ᑗ来の消費動

向をணできるのであれࡤ、᭷用なႠ業用ලとなる。しかし、そのような用ලは、究ᴟ的にಶ々のಶே

情報にたどりつくことを目的としている。また多くの場合、結果としてྲྀᘬ価᱁の᧯సにධすること

が可能になる。したがって、ಶே情報のྲྀりᢅいにಀるつไまたはྲྀᘬ業法法௧㐪の対象行Ⅽとなら

ないような配慮がᚲ要になると考える。 
 現行のⴭసᶒ法➨ 10 ᮲ 2 ྕでは、「事ᐇのఏ㐩にすぎない㞧報ཬࡧ時事の報㐨は、๓項➨一ྕにᥖࡆ

るⴭస≀にヱᙜしない。」とあるが、ࣅッグデータがこの 2 ྕの「㞧報」にヱᙜすると᥎論するのは᪩

計である。なࡐならࡤ、グローバルな様ᘧを持って✚しつつある「情報のかたまり」は、「࣓ࢩ・࢞

ステ࣒に౫ᣐした活動グ㘓情報資源」であった。そして、それは࣑ࢦではなく、多様な㈈⏘ᶒ、あるい

は、金⼥的മᶒなどをྵࡴὴ生的ㄳồไᗘをタ定し得る。したがって、公ඹの⚟♴に㐺合する㝈り、㈈

⏘的性㉁の法┈をㄳồする法ไᗘ的基┙はᏑᅾするといえる。 
しかしながら、ࣅッグデータの活用が展㛤されることによって、他方において自らの手ඖに受┈を

集合させることができるᙉ者が生まれ、その一方において自らの手ඖから意ᅗせざる受┈がᩓ㐓しリス

ク負担感を✚ᒙさせてしまうᙅ者が発現しているとすれࡤ、ᙅ者とᙉ者のຊ学的ᆒ⾮の中で「ಙ㢗のࢩ

ステ࣒」を⥔持すること、つまり、㐺合的対ᛂがồめられることになる。㐺合的対ᛂが調に⤊ࢃれࡤ

ッゴの㑅ᢥ⫥が生まれる。その㑅ᢥ⫥も຺し、ணഛ的対ᛂとしてࣅッグデータの与┈の構ᅗを事๓に

㛤♧しておくきであろう。 
 

㸱㸬䝡䝑䜾䝕ー䝍の┈の設ィ 

 ここでは、アウトカ࣒を、༢にᡂ果と⩻ヂをせず、与┈、つまり、他者に与えるき用役あるいは受

┈と定⩏する。したがって、ࣅッグデータの活用をලయ的にする行Ⅽは、用役ᡂ負担行Ⅽ、資金的

なഃ㠃からすれࡤ研究㛤発をకうඛ行ᢞ資として⨨づけられる。その活用から発生する受┈をㄳồ

する行Ⅽは、つまり、ຍᡂ果ㄳồ行Ⅽとゝいえることができる。与┈を事๓にタ計できるのであれ

ン機能をࣙࢩー࣋にイノ࣒ッグデータの活用スキーࣅ、ᑗ来の受┈をᮇᚅすることをもってして、ࡤ

 。ことになるࡴ㎸ࡳ⤌
 しかしながら、見えざる与┈のタ計は容᫆ではない。つまり、࣓ࢩ・࢞ステ࣒を構ᅗすることに他な

らないからである。えࡤ、クラウド・ࢩステ࣒の特性は、๓㏙のGBSと同様に、≀㈈ࢧプライチ࢙ー

ンと知㈈ࢧプライチ࢙ーンが」ᩘの᥋Ⅼを持つことによってᡂされる。3したがって、この᥋Ⅼ㡿域に

関する法的エン࢛ࣇース࣓ントは、その᰿ᣐを明確にできないままに安定な状態にされるഴ向を持

つことになる。この状態から⬺༷し㐺合的な合意ᙧᡂを築くためには、まずは、用役ᡂ負担行Ⅽをඛ

行させタ計した与┈を㛤♧し、この᥋Ⅼ㡿域でグ㘓されるࣅッグデータを「㐺正↓境⏺の状態(Fair 
Borderless)」に␃めるດຊをᡶうことである。 

つまり、「㐺正↓境⏺の状態」とは、ᅜ境や分㔝㝈⏺を㉺えることが㐺正な行Ⅽであり、属ᆅ的他

主⩏の原๎が㏥化した状態を意する。このような状ἣを安定⥔持するには、これまでのṔྐの⤒⦋で

は、事๓の自⏤交᫆༠定(Ex-ante Free Trade Agreement)の交΅に参画することによってその合理的な

                                                   
3 IGF(Internet Governance Forum) などがᢅうテー࣐もኚ㉁している。また、JCAN などの┿㉚認ドの機

能もᣑᙇしている。 
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ゎを得てきた。さらに、事๓と事ᚋの資⏘状ἣ┘査(Ex-ante & Ex-post Stock holder/user Inspection)
のᶒ㝈範ᅖにಀるルールసりも構築されてきた。Ṕྐを㋃くするのであれࣅ、ࡤッグデータの㐺正↓境

⏺の状態を保全するためのルールసりは㑊けられないことである。 
 

㸲㸬䝻ン䜾䜰ー䝮(Long arm statute)ᣑἲ⌮は䝡䝑䜽䝕ー䝍䛻ྍḞ䛺の䛛 

 ロングアー࣒(Long arm statute)法理というのは、⭎をఙࡤしてもᒆかない他のᆅにいる正行Ⅽ者

が最ᑠ㝈ᗘの関連性を容認できるのであれࡤ、ᆅඖの法ไᗘの⟶㎄範ᅖにྲྀり㎸ࡴことができるという

考え方である。⡿ᅜのุ⟶㎄ᶒにಀるุを基♏にᙧᡂされてきた考え方である。 
クラウドコンࣗࣆーティング、さらには、クラウドネットワーキングの࣓ࢩ・࢞ステ࣒を定した場

合、対象となるࣅッグデータの⟶㎄ᶒにඛ❧って、対ே⟶㎄ᶒをどのようにタ定するのかが重要になる。

ᣑ大ゎ㔘がチされるとすれࡤ、日本にᅾ住するࣅックデータの用者の⡿ᅜேが Hadoop のࣇレー࣒を

㛤発した⡿ᅜのカリ࢛ࣇルࢽアᕞの法ேをルイジアࢼᕞ法に基づいてẸ事ッゴをᘬき㉳こすことは、あ

り得ることなのである。 
2008 年 10 ᭶ 13 日に⡿ᅜのໟᣓ的ᶍೌရ対策ᙉ化法㸦通⛠、Pro-IP 法）がᡂ❧した。これは、ᶍೌ

ရ・ᾏ㈫∧ၥ題にಀりẸ事・ฮ事つ定のᙉ化を┒り㎸ࢇだものであり、⡿ᅜの消費者、ᚑ業ဨ、㉳業ᐙ

のᶒ保ㆤを目的とし、法によるᢚṆとไの୧㠃をᙉめている。特に、╔目すきことは、知㈈ࢧプ

ライチ࢙ーンのởᰁによって、ࢧプライチ࢙ーンのചୗに⤌ᡂされる⡿ᅜの「ᐙ᪘」の安全が⬣かされ

るがᨾに、そのởᰁに対ᓖしᐙ᪘の安全をᏲるというロングアー࣒のᣑ大法理が᥇ᢥされたことである。

そして、2011 年には、⡿ᅜワࢩントンᕞおよࡧルイジアࢼᕞでᕞ法レ࣋ルの Unfair Competition Act
のᨵ定が行ࢃれ、Pro-IP 法とのᩚ合性がᅗられた。グローバルなࢧプライチ࢙ーンにおける≀的ᶒ

ᐖリスクの⟶理のࡳならず、知的㈈⏘ᶒᐖリスクの⟶理を定して、┘査యไ(トレーࣅࢧリティの機

能)をᙉ化するไᗘタ計がලయ化しつつある。 
 このようなルールసりは、ࣅッグデータの活用にಀる㐺正↓境⏺の状態の保全行Ⅽと↓関ಀではい

られない。なࡐならࡤ、ロングアー࣒のᣑ大法理を持ってして、㐺正↓境⏺の状態をᔂし、新たな境⏺

域をᙧᡂすることが容᫆なのである。このような場合、そのᣑ大法理をᑒ印することを㑅ᢥするのでは

なく、事๓のタ計の中に⤌ࡳධれることによって、事ᚋ的な㐺正↓境⏺の状態を保全することが一つの

㑅ᢥ⫥であると考える。 
 えࢩ・࣓࢞、ࡤステ࣒の中に「┿స行Ⅽのࢩステ࣒」と「㉚స行Ⅽのࢩステ࣒」を⤌ࡳධれ、新た

な」㞧系の機能を保全する与┈タ計を発せざるを得ないと考える。௬に、ᗣ⟶理の与┈をᢅうࣅッ

グデータを定してࡳる。そこでࣅッグデータの活用の事として、2012 年 7 ᭶ 24 日に出㢪公㛤さ

れた⡿ᅜ G 社の「╔ᆺ㈮ᕪをった᪩ᮇᗣおよࡧண㜵ケアのためのᝈ者用可能な方法、機ჾ、お

よࢩࡧステ࣒」(特㛤 2012-139492)を用いる。本発明のᶒ範ᅖはண㜵の࣓ࢩ・࢞ステ࣒の「情報ノー

ド」の一部を構ᡂするに過ぎないものである。しかし、タ計された与┈は、生య࣐ーカー情報の「┿㉚

ุ᩿」からண㜵計画の「Ⰻしᝏし」までのࢧプライチ࢙ーンにಀる与┈(特に、多様な㑅ᢥという与┈)
であり、その与┈をᝈ者と⛠するಶே知らせるだけにとどまらず、「そのᚋの行Ⅽุ᩿のධをㄏ

ᑟする」内容をྵࢇでいる。そのことに関し、་⒪行Ⅽにಀる範ᅖにゐするかྰかのᆒ等論的ุ᩿は

ᚲ要になると考えるが、本発明のㄳồ範ᅖではᑓ門ᐙධをㄏᑟするにとどめている。ただし、この

ධㄏᑟはグローバルな⮫ᗋクラウド環境の中で行ࢃれるのであるから、་⒪行Ⅽあるいは㞄᥋行Ⅽにಀ

り㐺正↓境⏺の状態が保全されているᚲ要がある。ࡕなࡳに、現行法では⸆のインターネット㈍、

㉎ධのつไが行ࢃれているが、⬺法行Ⅽ、さらには法行Ⅽも増ຍするഴ向にある。௬に、タ計された

ண㜵ࢩステ࣒の活動の㉁を保全できない状態が発現することになれࢩ・࣓࢞、ࡤステ࣒の内部に負の与

┈が✚し、ಙ感のࢩステ࣒がస動することも定しなけれࡤならない。となると、この種のリスク

をᅇ㑊するためには、➨୕者による┘査యไのࢩステ࣒を構することが㑅ᢥ⫥となる。 
 
㸳㸬おࢃりに 
 ᅇの研究発⾲にあたり関連文献を調知見のあるඛ㥑者にࣄアリングしたが、⥲じてゝえࣅ、ࡤッ

グデータの活用のための社会的ࢩステ࣒基┙が未ᩚഛな状態にあるといえる。その原因は、ࣅッグデ

ータが౫ᣐする特定のࢩステ࣒が構されていないことである。ただし、事としてྲྀり上ࡆた⡿ᅜの

G 社の発明者のࣦ࢙ストẶとアルデンẶは、ᝈ者を主యにした࣓ࢩ・࢞ステ࣒を構しており、そのୗ

でᡤ定の発明をなすに⮳っている。一つの発明が社会的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現につながるとすれࡤ、与

┈に対する構ຊを持ったேᮦがᚲ要となる。 




